
〈日　時〉 １月 20 日㊏　14 時 30 分～ 16 時（開場 14 時） 
〈場　所〉 金屋文化保健センター（定員 300 人）
〈申込み〉 二次元コードまたはお電話で
 有田市医師会在宅医療サポートセンター　℡ 0737-85-3388

＜申込み・お問合せ＞
　地域包括支援センター　℡６４－１１２０

申込み締切⇒１月 19日㊎

地域包括支援センター
⑭番窓口

℡64-1120

地 域 包 括 支 援
セ ン タ ー だ よ り

私たちの街に暖かいランプを灯そう
『オレンジ・ランプ』特別上映会（広川町・湯浅町合同地域ケア研修会）

お問合せ・ご相談窓口

　妻・真央や二人の娘と暮らす 39 歳の只野晃一は、充実した日々を送るカーディーラーのトッ
プ営業マン。そんな彼に、顧客の名前を忘れるなどの異変が訪れる。下された診断は「若年性ア
ルツハイマー型認知症」。驚き、戸惑い、不安に押しつぶされていく晃一は、とうとう退社も決
意する。心配のあまり何でもしてあげようとする真央。しかしある出会いがきっかけで二人の意
識が変わる。「人生を諦めなくていい」と気づいた彼ら夫婦を取り巻く世界が変わっていく…。

●日　時：２月３日㊏　13時開場　13時 30分上映開始
●会　場：総合センター
●入場料：無料
●定　員：100名（先着順）
●申　込： 二次元コード、または地域包括支援センターまでお申

し込みください。

STORY

医療・介護連携の会では、地域住民のみなさま方が住み慣れたご自宅や地域で、自
分らしく安心して医療と介護のサービスを受けていただけるよう、多職種連携の事例
検討会や研修会、講演会などを開催しています。
今回は、那賀地方で在宅医療に積極的にかかわり、600 名以上のご自宅での看取りをされてき

た安川修先生が講師です。

参加費
無料

令和５年度 医療・介護連携の会研修会開催のおしらせ

─講師─
安川診療所院長 

安川 修 先生

有田市医師会在宅医療サポートセンター／有田医師会在宅医療サポートセンター
和歌山県有田振興局健康福祉部 湯浅保健所／有田地方介護連携の会〈主催〉

〈演題〉　「在宅医療で学んだ 看取るということ」
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あなたも私もみんなステキ
～ともに考えましょうみんなの人権～

人権尊重委員会
人権推進課
（総合センター）

℡６４‒１１２６
jinsui@town.yuasa.lg.jp町民人権学習会に参加して

各地区の区長さんを中心に、町民のみなさ
んが参加され開催しています。今年度の町民
人権学習会は、男女共同参画をテーマに話し
合われています。
鑑賞いただいた啓発ＤＶＤ『あした咲く』

では、生き方の異なる姉妹が登場します。独
身で会社員の妹と、専業主婦の姉。それぞれ
の立場ゆえの悩みや葛藤を抱えています。姉
妹での対立や、父との対話、地域の人々との
ふれあいを通して、別の視点や価値観を教え
てくれる作品です。
家庭や職場等あらゆる場面において性別にとらわれずに、個性と多様性を尊重し、誰もが生きやす

い社会を築いていきましょう。

話し合った内容（抜粋）
●職場の窓口等で「上司を出せ」といわれ、女性の上司が対応すると「あんたが上司なん？」と
いう反応をされることがある。いまでもそういったバイアス（偏見）があるのだなと感じる。
●働いていた時は、職場の管理職に男性が多く、料理などの家事は女性がするものという概念
があった。固定的な役割分担意識であったのかと、いまになって思う。
●まさに今の自分に当てはまることが多く、DVDを見て痛いところであるが、少しずつでも
そのような状況を改善できるようにしたい。
●自分も妻も仕事をしているが、自分のことは自分でしようと話をした。
　そうすることで、関係も良くなり、会話も増えた。
●息子が子のおむつを替えていた。若い世代は育児に参加していると感じている。
●学校におけるジェンダー平等の取組として、出席簿は、昔は男子が先で女子が後であったが、
今は男女混合としている。
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